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と
な
り
、
大
学
構
内
へ
の
入

構
も
制
限
さ
れ
る
な
ど
、
そ

れ
ま
で
の
大
学
の
あ
り
方
を

一
変
さ
せ
る
事
態
と
な
り
ま

し
た
▼
今
年
も
引
き
続
き
、

対
面
授
業
に
お
け
る
感
染
予

防
対
策
な
ど
、
教
職
員
・
学

生
と
も
に
気
を
遣
う
日
々
を

過
ご
す
こ
と
に
な
る
中
で
、

大
学
で
の
学
び
や
課
外
活
動

に
安
心
し
て
参
加
で
き
る
環

境
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
▼
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇

二
一
年
度
予
算
で
は
私
立
大

学
に
対
す
る
感
染
予
防
対
策

費
は
計
上
さ
れ
ず
、
無
利
子

奨
学
金
の
事
業
費
は
昨
年
度

を
下
回
る
な
ど
、
学
生
・
保

護
者
へ
の
支
援
は
皆
無
と
言

わ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
で
す

▼
京
滋
私
大
教
連
が
昨
年
実

施
し
た
家
計
負
担
調
査
の
結

果
を
見
る
と
、
下
宿
生
の
一

日
あ
た
り
の
生
活
費
は
過
去

最
低
の
六
九
三
円
に
落
ち
込

む
と
と
も
に
、
新
入
生
の
保

護
者
の
約
七
割
が
教
育
資
金

の
「
積
立
準
備
」
を
行
な

い
、
そ
の
積
立
年
数
は
平
均

で
「
一
六
・
六
年
」
に
及
ん

で
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍

の
下
で
一
層
厳
し
い
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
学
生
・
保

護
者
の
実
状
を
踏
ま
え
た
手

厚
い
支
援
を
一
人
の
親
の
立

場
か
ら
も
切
に
願
う
も
の
で

す
。 

（
Ｈ
Ｓ
）

新
年
度
を

迎
え
て
、
大

学
も
新
入
生

を
迎
え
る
季

節
と
な
り
ま

し
た
。
昨
年

は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響

で
入
学
式
は

中
止
・
縮
小

TUBUYAKI

コロナだからしかたないと
あきらめないで!!
困ったときは気軽に
労働相談センターへ

0120-378-060 月～金
10：00～18：00（ ）

「
労
働
組
合
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」も

活
用
し
組
織
拡
大
め
ざ
す

新
年
度
を
迎
え
、
多
く
の
職
場
で
新
規
採
用
の
新
し
い
仲

間
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
組
合
説
明
会
や
組
合
を
知
る
会
な
ど
集
ま

る
機
会
が
つ
く
り
に
く
い
中
、
工
夫
し
な
が
ら
仲
間
増
や
し

の
取
り
組
み
や
未
組
織
労
働
者
へ
の
宣
伝
行
動
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
労
働
者
に
労
働
組
合
の
魅
力
と
役
割
を
知
ら

せ
、
新
し
い
仲
間
を
迎
え
入
れ
て
、
労
働
組
合
を
強
く
大
き

く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

新型コロナに関して５月５日まで「ま
ん延防止等重点措置」が京都市に適用さ
れ、感染が急増している状況を踏まえ、
実行委員会は、今年のメーデーの開催方
法を下記のようにすることにしました。

日時　 ５月１日（土）　
午前10時～10時45分

会場　二条城前広場
　※ ただし、参加は常任委員と事務局

のみとし、大会の様子をYoutube
でリアルタイム配信を行う。  
視聴リンク先；https://youtu.be/
uZ8LTfWvI8U  

つながり生かして

労働組合を知らせよう
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福祉保育労京都地本高齢福祉支部原谷こぶしの里
分会は、「コロナ禍で大変な時こそ、エッセンシャ
ルワーカーの地位向上を呼びかけよう！」と話しあ
って、春闘の山場である３月11日の全国いっせい行
動に向け、Twitterなどで積極的な呼びかけを行っ
てきました。また、この間は「仲間を増やそう！」と

京都自治労連では、４月１日新規
採用者を仲間に迎えようと全ての単
組で説明会、歓迎会が取り組まれて
います。新しく役所に配属となるみ
なさんは、コロナ禍のもと、不安を
抱えながらも住民のために頑張りた

JR西大路駅や近鉄上鳥羽口駅など、
京都・滋賀の４か所の定点で、毎月実施
している未組織宣伝では、横断幕やプラ
スターをかかげ、チラシ入りのティッシ
ュを配り、労働組合への加入の働きかけ

を積極的に行っています。また、各支部、分会の新入
社員と対話し、加入拡大につなげるよう取り組んでい
ます。

子どもたちや新たな同僚との出会い
に、胸が高鳴る新年度が始まりました。
「学ぶことが楽しい、と子どもたちが実感できる

授業がしたい」「みんなが安心して生活できる教室
づくり、学校づくりをしたい」そんな教職員の願い
に応える新歓学習会や教育書フェアが、各地の教職
員組合で企画・開催されています。
� （写真は京都市教組主催春の教育講座）

全医労では、毎年４月に各支部で組
合説明会を開催しています。南京都支
部では昼休みにオリエンテーションを
行っている会場に行き、新人さんに組
合説明会の案内状を配布しました。
説明会には、31名の新人が参加しま

した。書記長がパワーポイントの資料
やパンフレット、新聞記事などをもと
に組合の大切さを説明し、説明のあと
は、支部役員たちが新人さんの元へ行
き「加入どう？」「迷っているなら、
入っておいた方がいいよ」などと声掛
けをし、その場で９名が加入し
ました。その場で加入に至らな
かった方にも再度、声掛けを行
っていきます。

化学一般京滋福地方本部の組合員
数は、ピーク時の34組合約3,200人
から現在は24組合約1,500人と人数

新入職員
向けのオ
リエンテ
ーション
や職場訪
問など、
組織拡大
にも取り
組んでい
ます。仲

間
増
や
し
の では半減しています。新しい組合の

立ち上げと同時に半数以上あるオー
プンショップ組合の組織率アップも
重要です。組合の立ち上げと新入社
員の組合加入に向けて2019年に労働
組合の基本的なことを紹介する「労
働組合リーフレット」を作成しまし
た。リーフレットも活用し組織拡大
に努力しています。
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福
祉
保
育
労

な
か
ま
が
増
え
れ
ば
、み
ん
な
が
元
気

いとの思いを持っています。その不安や期
待に応えるのが労働組合です。一人でも多
く仲間に迎えようと、集まることが厳しい
中でも工夫を凝らし、奮闘しています。

第92回全京都統一メーデーの
開催方法について　　　　　

１．第92回全京都統一メーデー大会

２．デモは行わない

検 索京都総評　Youtube

▶�
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み
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明
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当
日
は
４
０
０
人
の
参
加

で
原
発
を
全
廃
す
る
た
め
の

決
意
を
再
確
認
す
る
集
会
と

な
り
ま
し
た
。

３
月
21
日
、
ガ
レ
リ
ア
亀
岡
で
食
料
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＆
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
困
っ
て
い
る
人
に
食
材
・

日
用
品
の
提
供
を
す
る
と
共
に
生
活
相
談
を

す
る
と
い
う
企
画
で
す
。

当
日
は
77
人
の
参
加
で
家
族
を
含
め
る
と

１
０
０
人
以
上
が
会
場
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
人
か
ら
「
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
で
パ

ー
ト
シ
フ
ト
を
減
ら
さ
れ
て
生
活
に
困
っ
て

コ
ロ
ナ
禍
で
働
き
方
も

こ
れ
ま
で
に
無
か
っ
た
在

宅
勤
務
で
の
「
リ
モ
ー

ト
」、
仕
切
り
の
あ
る
デ

ス
ク
作
業
、
感
染
防
止
の

マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
大
き

く
働
き
方
の
ス
タ
イ
ル
が

変
化
し
ま
し
た
。
常
に
幸

福
度
世
界
上
位
に
あ
る
国

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
を
紹

介
し
た
本
を
見
つ
け
ま
し

た
。
人
口
は
５
５
０
万
人

強
で
す
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
働
き

方
と
し
て
、「
し
っ
か
り

休
ん
で
、
効
率
よ
く
働

く
、
夏
休
み
は
１
カ
月
と

る
、
１
日
２
回
の
コ
ー
ヒ

ー
休
憩
、
計
画
に
時
間
を

か
け
ず
、
進
め
な
が
ら
詰

め
て
い
く
等
」。
８
時
か

ら
働
き
始
め
、
16
時
30
分

に
は
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な

く
な
る
。
ど
の
よ
う
に
し

て
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
を
獲
得
で
き
た
か
に

つ
い
て
、
労
働
者
自
身
も

自
分
の
望
む
職
場
や
環
境

づ
く
り
に
積
極
的
に
か
か

わ
り
、
安
定
し
た
生
活
基

盤
、
信
頼
、
オ
ー
プ
ン
な

関
係
、
シ
ン
プ
ル
な
暮
ら

し
と
、
自
分
を
み
つ
め
て

改
善
す
る
努
力
を
し
て
い

る
。と
紹
介
し
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
働
き
方
、

将
来
の
社
会
の
参
考
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

わたしの
オススメ

本

書　名：フィンラン
ド人はなぜ午後４時
に仕事が終わるのか
著　者：堀内都喜子
出版社：ポプラ社
定　価：860円＋税

最賃審議委員に推薦をと訴える

京都総評推薦候補の
任命を求めて

生
活
実
態
調
査
（
最
低
生

計
費
試
算
調
査
）
で
、
ふ
つ

賃
金
引
き
上
げ
を
求
め
て
宣

伝
・
署
名
運
動
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

今
年
は
、
京
都
府
の
最
低

賃
金
改
定
を
審
議
す
る
京
都

府
最
低
賃
金
審
議
会
委
員
の

改
選
期
で
す
。
審
議
会
は
公

益
代
表
委
員
、
使
用
者
代
表

委
員
、
労
働
者
代
表
委
員
の

三
者
構
成
で
、
各
々
５
人
の

委
員
が
任
命
さ
れ
ま
す
。
労

働
者
代
表
委
員
は
、
１
９
８

９
年
ま
で
は
京
都
総
評
推
薦

の
委
員
が
任
命
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
１
９
９
０
年
以
降

は
任
命
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

京
都
総
評
推
薦
者
が
任
命
さ

れ
な
い
こ
と
は
公
正
任
命
と

い
う
点
で
問
題
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
京
都
総
評
は
、

中
小
零
細
企
業
に
働
く
労
働

者
や
医
療
・
福
祉
な
ど
の
労

働
者
、
最
低
賃
金
に
直
接
影

響
を
受
け
る
労
働
者
を
多
く

組
織
し
て
お
り
、
こ
う
し
た

労
働
者
の
実
態
を
審
議
に
直

接
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

委
員
改
選
に
あ
た
っ
て
、

２
人
（
福
祉
保
育
労
と
全
国

い
た
。
本
当
に
助
か

る
」「
派
遣
で
働
い
て

い
る
が
コ
ロ
ナ
で
給
料

が
減
っ
た
。
１
人
暮
ら

し
で
厳
し
い
生
活
を
送

っ
て
い
る
」
と
切
実
な

声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
、
亀
岡
地
労
協

か
ら
も
役
員
３
名
が
参

加
し
、
労
働
相
談
を
中

心
に
対
応
さ
れ
ま
し

た
。

言
。
医
療
・
介
護
の
現
場
で

働
く
証
人
は
、
高
齢
者
と
り

わ
け
年
金
受
給
者
の
施
設
へ

の
入
所
が
極
め
て
困
難
で
あ

り
、
と
て
も
満
足
な
医
療
や

介
護
が
受
け
ら
れ
て
い
な
い

実
情
を
証
言
し
ま
し
た
。
組

合
は
「
憲
法
を
活
か
し
た
判

決
を
求
め
る
」
署
名
１
万
筆

超
を
裁
判
所
に
届
け
、
さ
ら

に
大
半
の
原
告
か
ら
は
裁
判

長
宛
に
手
書
き
の
は
が
き
を

送
り
、
正
し
い
判
決
を
求
め

ま
し
た
。

判
決
は
不
当
！
私
た

ち
は
控
訴
し
て
、断
固

と
し
て
争
い
ま
す
！

判
決
は
、
年
金
受
給
者
の

生
活
実
態
、
原
告
ら
の
厳
し

い
悲
痛
な
訴
え
に
は
、
女
性

の
低
年
金
を
認
め
、「
原
告

ら
の
主
張
を
考
慮
し
た
と
し

て
も
」
と
記
述
し
な
が
ら

も
、
被
告
・
国
の
主
張
を
無

批
判
に
受
け
入
れ
、「
立
法

の
裁
量
」
に
忖
度
し
た
も
の

に
な
っ
て
お
り
、
人
権
保
障

を
使
命
と
す
る
裁
判
所
の
役

割
を
放
棄
し
た
も
の
と
断
じ

ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
り

ま
す
。

年
金
者
組
合
と
、
原
告
団

及
び
弁
護
団
は
、
15
日
の
現

地
報
告
会
（
76
人
）、
17
日

（
年
金
制
度
を
よ
く
す
る
京

都
の
会
主
催
・
１
０
０
人
参

加
）
の
報
告
集
会
に
お
い

て
、
弁
護
団
の
判
決
要
旨
の

報
告
を
受
け
、
本
判
決
に
異

議
を
唱
え
、
大
阪
高
等
裁
判

所
へ
控
訴
し
、
若
者
も
高
齢

者
も
安
心
し
て
く
ら
せ
る
年

金
制
度
を
勝
ち
取
る
た
め

に
、
府
内
の
友
誼
団
体
、
全

国
の
仲
間
と
団
結
し
て
、
全

力
で
た
た
か
う
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
引
き
続
く
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

低
年
金
者
の
生
活
実
態
を

一
切
聞
く
こ
と
も
せ
ず
、
国

会
で
十
分
な
審
議
を
尽
く
さ

ず
わ
ず
か
２
日
間
で
成
立
さ

せ
た
、
平
成
24
年
改
正
法
に

よ
る
一
方
的
な
年
金
の
減
額

は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
の
命

綱
で
あ
る
年
金
受
給
権
を
侵

害
し
、
憲
法
25
条（
生
存
権
）

や
、29
条（
財
産
権
の
保
障
）、

13
条
（
幸
福
追
求
権
）、
さ

ら
に
制
度
後
退
禁
止
を
求
め

た
社
会
権
規
約
に
違
反
す
る

も
の
で
、
到
底
認
め
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
、
と
全
国
的

に
議
論
し
た
上
で
提
訴
す
る

こ
と
に
な
り
、
５
千
人
を
こ

す
原
告
が
、
39
の
地
方
裁
判

所
で
た
た
か
っ
て
い
ま
す
。

裁
判
で
何
を
ど
う

争
っ
て
き
た
の
か

原
告
・
弁
護
団
は
、
各
裁

判
期
日
で
18
人
の
原
告
が
口

頭
陳
述
を
行
い
、
自
ら
の
苦

し
い
暮
ら
し
ぶ
り
や
心
情
を

訴
え
、
同
時
に
17
本
の
準
備

書
面
と
全
国
の
学
者
６
人
が

意
見
書
を
提
出
す
る
な
ど
し

て
、
本
件
年
金
減
額
処
分
が

取
り
消
さ
れ
る
べ
き
理
由

を
、
憲
法
論
、
法
律
論
、
社

会
権
規
約
に
基
づ
き
主
張
し

て
き
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
９
月
29
日
に

は
、
証
人
２
人
、
原
告
５
人

が
証
言
台
に
立
ち
、
年
金
事

務
経
験
者
の
証
人
は
、
年
金

の
低
劣
さ
、
と
り
わ
け
女
性

の
年
金
は
低
く
、
と
て
も
暮

ら
し
て
い
け
な
い
状
況
を
証

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
通
信
産
業
本
部　

京
都
支
部

執
行
委
員
長

高
橋
　
幸
雄

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
は
な
ぜ
午
後

４
時
に
仕
事
が
終
わ
る
の
か

大阪地裁が不当判決
年金引き下げ違憲訴訟京都事案

２
０
２
１
年
４
月
15
日
、
大
阪
地
方
裁
判
所
第
７
民
事
部
は
、
京

都
府
在
住
の
原
告
１
１
５
名
が
、
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
平
成
25
年

12
月
４
日
付
で
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
年
金
額
改
定
決
定
の
取

り
消
し
を
求
め
た
訴
訟
に
つ
き
、
原
告
の
請
求
を
棄
却
す
る
と
い

う
、
不
当
判
決
を
下
し
ま
し
た
。

判決に向け、裁判所に入る原告団

な
ぜ
裁
判
を

提
訴
し
た
の
か

１
０
０
人
を

�

超
え
る
参
加

亀岡ではじめての
食プロ＆相談会

年金者組合
京都府本部

高浜原発ゲート前抗議行動

受
付
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に

記
入
す
る
来
場
者　
　

3・20「関電よ　老朽原発うごかすな！高浜全国集会」

原発全廃への
決意新たに

私
た
ち
の
粘
り
強
い
運
動

で
、
福
井
県
議
会
が
老
朽
原

発
再
稼
働
に
同
意
で
き
な

い
、
水
戸
地
裁
で
の
東
海
第

「
原
発
い
ら
な
い
福
島
の

女
た
ち
」
の
方
は
、
放
射
線

が
怖
く
て
い
ま
だ
に
山
菜
が

食
べ
ら
れ
な
い
実
態
を
涙
な

が
ら
に
訴
え
ま
し
た
。

若
狭
湾
沿
岸
や
京
都
府
北

部
か
ら
も
連
帯
し
て
た
た
か

う
決
意
が
語
ら
れ
、
原
発
立

地
の
全
国
11
地
域
か
ら
連
帯

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

集
会
終
了
後
、
地
元
住
民

か
ら
も
歓
迎
さ
れ
る
中
、
町

内
を
「
老
朽
原
発
廃
炉
を
突

破
口
に
、
原
発
全
廃
を
か
ち

と
ろ
う
！
」
と
デ
モ
を
行
い

ま
し
た
。

二
原
発
の
運
転

差
し
止
め
判
決

な
ど
状
況
が
変

化
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
脱

原
発
を
望
む
声

が
82
％
に
も
達

す
る
な
ど
情
勢

の
変
化
に
確
信

を
持
つ
こ
と
が

集
会
決
議
で
も

確
認
さ
れ
ま
し

た
。

４００人の
参加で

京都府最低賃金審議会委員
う
の
暮
ら
し
を
す
る
た
め
に

は
時
間
額
１
６
０
０
円
以
上

必
要
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、

今
の
最
低
賃
金
で
は
ま
と
も

に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い

実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま

し
た
。

京
都
総
評
は
、「
コ
ロ
ナ

禍
だ
か
ら
こ
そ
、
最
低
賃
金

１
５
０
０
円
に
」
と
、
最
低

一
般
）
の
委

員
候
補
を
推

薦
し
、
１
６

０
を
超
え
る

労
組
・
団
体

か
ら
の
公
正

任
命
を
求
め

る
要
請
書
を

４
月
21
日
に

京
都
労
働
局

に
提
出
し
ま

し
た
。


